
2023 年度卒業生対象「『学生に保証する基本的な資質』『学生に保証する基本的な 
資質・能力』に関する意識調査」にかかる集計結果の概要

１．調査概要

（１）実施学部・コース

文学部、経済学部、経営学部、法学部、政策学部、国際学部、理工学部、社会学部、農学部、

短期大学部、国際関係コース、英語コミュニケーションコース、スポーツサイエンスコース、

環境サイエンスコース

（２）対象者

2023 年度（2024 年 3 月）卒業生 

（３）実施方法・実施時期

WEB およびアンケート用紙にて 

（４）設問設定

各学部等の「学生に保証する基本的な資質」「学生に保証する基本的な資質・能力」に沿って設

定した。

２．調査集計結果の概要

（１）回答状況

全体平均は 92.57％の回答率となり、前年度比△1.72 ポイントであった。 

【2023 年度実施調査における学部・学部共通コース別 回答率】 



（３）学部別の傾向（参考）

  ※「質問項目別集計結果」をもとに、以下のとおり、学部・学部共通コース毎に傾向を記載する。

※2019 年度入学生より、意識調査の設問様式を変更しており、（経営学部、先端理工学部を除く）。

以下の分析は、回答数の多い 2019 年度入学生対象とした意識調査の結果に基づき記載してい

る。

＜文学部＞

質問項目の大半について、身についたことを「かなり実感している」「ある程度実感している」と

回答した割合が 80%を超える結果となった。引き続き、「学生に保証する基本的な資質・能力の向上

に取り組む。

・日本語の文書作成と自らの見解の伝達能力（90.79%)
・探求、発見、追究、解決能力（90.53%)
・人文学の幅広い知識（90.27%)
・論理的思考力と多角的な思考・判断力（89.75%)
・異なる価値観の受容（89.62%)
・自己の客観視と他者との協働（85.47%)
・対話能力（80.16%)

一方、昨年度に引き続き、身についたことを『全く実感していない』との回答が 5％以上となった

質問項目はなく、多くの学生が修得した能力を実感していることが窺える。。

＜経済学部＞

多くの質問項目において、『実感している』『ある程度実感している』との回答が 75％を超えている。

（75％未満は「外国語を媒介したコミュニケーション能力」64.6％、「英語による表現力」64.9%、

「異文化を理解する力」67.6%、「主体的に課題を発見し、解決に努める資質」73.3%） 
全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に次の質問項目は『実感している』『ある程度実感している』

と回答した割合が高かった。

「多角的に思考・判断・表現する能力」（88.5％）、「主体性と協働性」（87.7％）、「幅広い教養」

（87.0％）、「基礎的な知識・技能」（86.1％） 
一方、『全く実感していない』との回答が 10％以上の質問項目は「英語による表現力」（12.3％）で

あり、肯定的でない回答は比較的少なかったと言える。

＜経営学部＞

18 個の質問項目の内、16 項目において、身についたことを『かなり実感している』『ある程度実

感している』との回答が 70％を超えている。 
 全体的に肯定的な回答が多数を占めており、特に次の質問項目は『かなり実感している』『ある程

度実感している』と回答した割合が高かった。「多様な価値観を認め、学びを通じて自己の認識を広

げ、感性を磨くことができる（89.9%）」、「他者との交流や異なる価値の受容を通じて、とらわれが

ちな見方を解放し、他者との協働により自己を客観視することができる。（87.5%）」、「現代社会と

企業が抱える課題に興味・関心を持っている（87.0%）」、「幅広い分野の知識・理解をもとに、論理

的思考力を培い、現代社会が問いかける問題に対して、多角的に思考・判断することができる。

（86.5%） 」、「自律的に学習し続ける態度を身につけている（86.5%）」 
一方、身についたことを『全く実感していない』との回答が 8.9％以上の質問項目はなく、否定的な

回答は少なかったと言える。

＜法学部＞

すべての質問項目において、身についたことを「かなり実感している」および「ある程度実感して



いる」との回答が 50％を超えている。全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に下記の質問項目につ

いては、「かなり実感している」「ある程度実感している」と回答した割合が 80％以上であった。「専

門的な知識を身につけ現代社会の問題を認識（86.4%）」「自ら発見した問題を法学・政治学的に分析

し解決策を提示（82.4%）」「幅広い教養を身につけ諸学の基本を理解（81.6%）」「幅広い教養を活

用して多角的に思考・判断・表現する能力（81.4%）」 
一方で、身についたことを「全く実感していない」との回答が 10％以上となった質問項目はなく、

肯定的でない回答は少なかった。 
  

＜政策学部＞ 
16 項目中 14 項目の質問において、自身のスキル向上について『かなり実感している』『ある程度

実感している』と回答した学生は 70％を超えており、肯定的な回答が多い。特に『かなり実感してい

る』『ある程度実感している』と感じる項目で上位 3 位を占めたのが次の項目である。 
① 「幅広い専門知識の深い理解」（92.1％） 
② 「政策的課題に関する調査の報告や情報を活用」（91.3％） 
③ 「適切な政策を立案・実施する基本的な能力」（91.2％） 
一方、身についたことを『全く実感していない』との回答が 10％以上の質問項目はなく、否定的な

回答は少なかったと言える。 
 
＜国際学部（国際文化学科）＞   
＜国際文化学科＞ 
「知識・技能：言語・人文・社会科学にわたる幅広い教養」以外の質問項目においては、身につい

たことを「かなり実感している」「ある程度実感している」と回答した学生が 74％を超えている。全

体的に肯定的な回答が多数を占めており、特に次の質問項目は「かなり実感している」「ある程度実

感している」と回答した学生の割合が高かった。【思考・判断・表現：自己の主張をまとめることが

できる】（89.9％）【思考・判断・表現：文化の特質や意義を認識している】（89.0％）【思考・判

断・表現：互恵的・建設的な解決策を論理的に導く能力】（89.0％）。一方、「全く実感していない」

と回答した項目で 10％以上の質問項目は【知識・技能：言語・人文・社会科学にわたる幅広い教養】

（12.2％）のみであり、多くの学生が修得した能力を実感していることが窺える。 
 

＜グローバルスタディーズ学科＞ 
「建学の精神：建学の精神の意義を理解」(67.5％）以外の質問項目においては、身についたことを

「かなり実感している」「ある程度実感している」と回答した学生が 76％を超えている。全体的に肯

定的な回答が多数を占めており、特に次の質問項目は「かなり実感している」「ある程度実感してい

る」と回答した学生の割合が高かった。【思考・判断・表現：世界の諸事情を総合・実績的に分析す

る能力】（97.2％）【知識・技能：「グローバルスタディーズ」の基礎的な知識】（95.4％）【思考・

判断・表現：専門知識を複数の言語で議論・理解できる能力】（92.6％）【思考・判断・表現：複合

的な視点での思考・分析能力】（92.6％）。一方、「全く実感していない」と回答した項目で 5.7％以

上の質問項目は【知識・技能：幅広い教養を身につけている】（7.4％）のみであり、多くの学生が修

得した能力を実感していることが窺える。 
 

＜国際学部（グローバルスタディーズ学科）＞  
全ての質問項目において、身についたことを「かなり実感している」「ある程度実感している」と

回答した学生が 70％を超えている。全体的に肯定的な回答が多数を占めており、特に次の質問項目は

「かなり実感している」「ある程度実感している」と回答した学生の割合が高かった。 
【知識・技能：「グローバルスタディーズ」の基礎的な知識】（97.2％）【知識・技能：日本語と英

語を適切に運用できる能力】（94.4％）【思考・判断・表現：複合的な視点での思考・分析能力】（93.1％）。 



一方、「全く実感していない」と回答した項目で 2.8％以上の質問項目はなく、多くの学生が修得し

た能力を実感していることが窺える。 
 
＜理工学部＞ 
ほぼすべての質問項目において、身についたことを『かなり実感している』『ある程度実感してい

る』との回答が 70％を超えている。全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に次の質問項目は『かな

り実感している』『ある程度実感している』と回答した割合が高かった。「物事を正しく捉え理解し

高い倫理観を持って行動できる」（95.3%）、「人・もの・自然の多様性を理解しそれらと調和する科

学・技術を志向できる」（93.1%）、「専門分野に関する知識・技能の社会との関わりを考えられる」

（92.2%）、「幅広い教養を活用して多角的に思考・判断・表現できる」（90.3%）、「様々な事柄に

興味・関心を持ち目標をもって粘り強く学べる」（91.8%）であった。一方、身についたことを『全く

実感していない』との回答が 10％以上の質問項目は「外国語コミュニケーション能力の基礎を身につ

けている」（10.6%）のみであり、概ね肯定的な回答であったと思われる。 
 
＜社会学部＞ 
すべての質問項目において、身についたことを『かなり実感している』『ある程度実感している』

との回答が 50%を超えている。全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に次の質問項目は『かなり実

感している』『ある程度実感している』と回答した割合が高かった。 
「幅広い教養の知識」、「基礎的な知識・技能」、「幅広い教養を活用した多角的な思考・判断・

表現力」。 
一方で、次の質問項目については、身についたことを『全く実感していない』と回答した割合が 5%

以上となった。 
「外国語コミュニケーション能力の基礎」、「社会が必要とする職業観・勤労観」 
 

＜農学部＞ 
ほとんどの質問項目において、『実感している』『ある程度実感している』との回答が 70%を超

えている。全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に次の質問項目は『実感している』『ある程度

実感している』と回答した割合が 85%以上と高かった。 
｢食｣と｢農｣に関する諸課題を解決できる適切な技能を身につけている。（89.0%）、「｢食｣と｢農｣に

関する諸現象を論理的に分析できる。」（86.8%）、「問題を発見し、課題を解決する能力を身につ

けている。」（88.2%）、「｢食｣と｢農｣をとりまく諸現象について、探究心をもって具体的な課題設

定ができる。」（85.5％）、「多様な価値観を認めつつ、学びを通じて自己の認識を広げ、感性を

磨くことができる。」（87.1％）  
一方、『あまり実感していない』『全く実感していない』との回答が 30.0%以上の項目は、「外

国語を媒介としたコミュニケーション能力の基礎を身につけている。」「外国語を媒介としたコミ

ュニケーション能力の基礎を活用して異文化を理解することができる。」の 2 項目であった。 
 

＜短期大学部（社会福祉学科）＞ 
『学生に保証する基本的な資質』について、教育課程全般に対する満足度では、100％の学生が「と

ても満足している」「満足している」と回答した。 
特に、「建学の精神を深く理解」「幅広い学問領域の基礎知識」「社会福祉の基礎知識」「自分

の考えを表現できる能力」「多角的な思考、判断」「身辺の生活問題を考察、発表」「職業観・勤

労観と持続的な就業力」については 9 割以上の学生が、「福祉の向上について探求心を持つ」「連

帯をつくっていく姿勢をもつ」「生命の繋がりを洞察する姿勢を持つ」については、全ての学生が

「実感している」「ある程度実感している」と認識していた。 
これらについては、初年次教育や卒業論文の作成、実習教育やいのちの教育に力を入れていること



の成果であると考える。 
 

＜短期大学部（こども教育学科）＞ 
『学生に保証する基本的な資質』について、教育課程全般に対する満足度が、90.9％の学生が「と

ても満足している」「満足している」と回答した。 
特に「建学の精神を深く理解」、「自分の考えを表現できる能力」は 8 割以上が、「幅広い学問領

域の基礎知識」、「保育・幼児教育の基礎知識」、「多角的な思考、判断」、「基本的な保育・幼児

教育の技術」、「保育・幼児教育問題を考察、発表」、「職業観・勤労観と持続的な就業力」、「保

育や幼児教育について探求心を持つ」、「子どもの利益を追求する姿勢を持つ」、「発達の意味を洞

察する姿勢を持つ」は 9 割以上の学生が「実感している」、「ある程度実感している」と認識してい

た。 
「保育・幼児教育の基礎知識」、「基本的な保育・幼児教育の技術」、「保育・幼児教育問題を考

察、発表」、「保育や幼児教育について探求心を持つ」、「子どもの利益を追求する姿勢を持つ」、

「発達の意味を洞察する姿勢を持つ」は、実習教育の事前事後指導に力を入れているため、その成果

であると考える。 
 

＜国際関係コース＞ 
① 「質問項目別集計結果」（学部別）をもとに、『実感している』と回答する学生が 25％以上の質

問 
 すべての質問に対して『実感している』が 25％以上となった。なお、「異なる文化的背景」に対し

ては、76.5％が『実感している』と回答している。 
② 「質問項目別集計結果」（学部別）をもとに、『全く実感していない』と回答する学生が 15％以

上の質問 
 15％以上に該当する質問はなかった。 
③ 「観点（領域）平均集計結果」（学部別）におけるバランス 
 国際関係コースにおける全体平均が 3.74 ポイントであるのに対して、「知能・技能」領域が 3.68 ポ
イントと相対的に低い。一方で、「主体・多様・協働」領域が 3.86 ポイントと相対的に高い。 
   
＜英語コミュニケーションコース＞ 
すべての項目について、身についたことを『かなり実感している』『ある程度実感している』との回

答が 82%を超えている。全体的に肯定的な回答が多数を占め、特に「知識・技能」の「視野の拡大」

の質問項目は『かなり実感している』『ある程度実感している』と回答した割合が 90%以上となった。 
一方、身についたことについて『全く実感していない』との回答が 5％以上の質問項目はなく、肯

定的でない回答は少なかったと言える。 
 
＜スポーツサイエンスコース＞ 
 すべての質問項目において、「学生に保証する基本的な資質」「学生に保証する基本的な資質・能力」

が身についたことを『かなり実感している』『ある程度実感している』との回答が 94％を超えている。 
 特に、次の質問項目は『かなり実感している』『ある程度実感している』と回答した割合が 95%を超

える結果となった。 
 「基礎的スキル」（95.3%）、「課題について思考・判断」（95.3%）、「課題に取り組む姿勢・方法論」

（95.3%）、「主体性・協働性の修得」（95.3%） 
 一方、身についたことを『全く実感していない』とする回答は 0 であり、学生の学びの成果、ひい

てはコース教育としての成果と言える。 
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